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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トリガと、前記トリガに作動可能に連結された留め具ドライバと、を有する動力伝達部
であって、第１構成から第２構成への前記トリガの作動が前記留め具ドライバを少なくと
も第１位置と第２位置との間で動かし、前記留め具ドライバの前記第１位置が前記留め具
ドライバの長手軸回りの第１回転位置であり、前記留め具ドライバの前記第２位置が前記
留め具ドライバの前記長手軸回りの第２回転位置である、動力伝達部と、
　前記動力伝達部に作動可能に関連し、ロック構成とロック解除構成との間を移動可能で
ある作動ロックアウトシステムであって、前記作動ロックアウトシステムが前記ロック構
成にあるとき、前記留め具ドライバが前記第１位置から前記第２位置へ移動するのを防ぎ
、前記トリガの前記第１構成から前記第２構成への作動が、前記作動ロックアウトシステ
ムを前記ロック構成から前記ロック解除構成に動かす、作動ロックアウトシステムと、を
備える手術器具。
【請求項２】
　前記作動ロックアウトシステムが、
　　前記留め具ドライバに関連する１つ又は複数のロッキング面と、
　　制御面であって、前記作動ロックアウトシステムが前記ロック構成にあるとき、前記
１つ又は複数のロッキング面の移動経路に整列させられ、前記作動ロックアウトシステム
を前記ロック構成から前記ロック解除構成に動かすことが、前記制御面を前記１つ又は複
数のロッキング面の移動経路から外して動かす、制御面と、を備える、請求項１に記載の
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手術器具。
【請求項３】
　前記作動ロックアウトシステムが、
　　前記留め具ドライバに関連する１つ又は複数のロッキング面と、
　　制御面であって、前記作動ロックアウトシステムが前記ロック構成にあるとき、前記
１つ又は複数のロッキング面の移動経路に整列させられ、前記作動ロックアウトシステム
を前記ロック構成から前記ロック解除構成に動かすことが、前記ロッキング面を前記制御
面との整列から外して動かす、制御面と、を備える、請求項１に記載の手術器具。
【請求項４】
　トリガ及び前記トリガに作動可能に連結された留め具ドライバを有し、第１構成から第
２構成への前記トリガの作動が、前記留め具ドライバを少なくとも第１位置と第２位置と
の間で動かし、前記留め具ドライバの前記第１位置が前記留め具ドライバの長手軸回りの
第１回転位置であり、前記留め具ドライバの前記第２位置が前記留め具ドライバの前記長
手軸回りの第２回転位置である、動力伝達部と、
　前記留め具ドライバに関連する１つ又は複数のロッキング面と、
　前記トリガが前記第１構成から前記第２構成へ作動させられるとき、ロック構成とロッ
ク解除構成との間を動かされ、前記ロック構成のとき、前記１つ又は複数のロッキング面
のうち少なくとも１つの運動を阻止し、前記第１位置と前記第２位置との間の前記留め具
ドライバの移動を妨げる制御面と、を備える手術器具。
【請求項５】
　前記制御面が前記ロック構成にあるとき、前記制御面が前記１つ又は複数のロッキング
面のうちの少なくとも１つの移動経路に整列させられる、請求項４に記載の手術器具。
【請求項６】
　前記制御面を前記ロック解除構成に動かすことが、前記制御面を前記１つ又は複数のロ
ッキング面のうちの少なくとも１つの移動経路から外れて動かす、請求項５に記載の手術
器具。
【請求項７】
　前記トリガに作動可能に連結された第１リンクをさらに備え、前記制御面が前記第１リ
ンク上に配置される、請求項２、３、５及び６のいずれか１項に記載の手術器具。
【請求項８】
　前記第１構成から前記第２構成への前記トリガの作動が、前記ロック構成から前記ロッ
ク解除構成へ前記制御面を動かすように前記第１リンクを動かす、請求項７に記載の手術
器具。
【請求項９】
　前記第１構成から前記第２構成への前記トリガの作動が、前記制御面を前記１つ又は複
数のロッキング面の前記移動経路から外れて動かすように前記第１リンクを動かす、請求
項７に記載の手術器具。
【請求項１０】
　前記トリガ及び前記第１リンクに直接連結された第２リンクをさらに備え、前記第２リ
ンクが、前記トリガの回転運動を前記留め具ドライバに対する前記第１リンクの運動に移
す、請求項８又は９に記載の手術器具。
【請求項１１】
　前記第１位置が近位位置であり、前記第２位置が遠位位置である、請求項１～１０のい
ずれか１項に記載の手術器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［0001］　開示された実施形態は、手術器具の作動ロックアウトに関連する。
【背景技術】
【０００２】
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［0002］　ヘルニア又は他の組織の欠陥の外科的修復の間、外科用メッシュファブリック
又は他の補綴修復ファブリックがしばしば使用される。補綴修復ファブリックは、切開処
置又は腹腔鏡下で取り付けられうる。修復ファブリックを所定の位置に固定するため、１
つ又は複数の留め具が、補綴修復ファブリックを通して及び皮下組織内へ配置されうる。
【発明の概要】
【０００３】
［0003］　一実施形態では、手術器具は、トリガと、トリガに作動可能に連結された留め
具ドライバと、を含む動力伝達部を有する。第１構成から第２構成へのトリガの作動が、
留め具ドライバを少なくとも第１位置と第２位置との間で動かす。手術器具はさらに、動
力伝達部に作動可能に関連する作動ロックアウトシステムを有する。作動ロックアウトシ
ステムは、ロック構成とロック解除構成との間を移動可能である。作動ロックアウトシス
テムがロック構成にあるとき、作動ロックアウトシステムは留め具ドライバが第１位置か
ら第２位置へ移動するのを防ぐ。トリガの第１構成から第２構成への作動が、作動ロック
アウトシステムをロック構成からロック解除構成に動かす。
【０００４】
［0004］　別の実施形態では、手術器具は、トリガと、トリガに作動可能に連結された留
め具ドライバと、を含む動力伝達部を有する。第１構成から第２構成へのトリガの作動が
、留め具ドライバを少なくとも第１位置と第２位置との間で動かす。手術器具はさらに、
留め具ドライバに関連する１つ又は複数のロッキング面と、トリガが第１構成から第２構
成へ作動されるときにロック構成とロック解除構成との間を移動可能な制御面を有する。
制御面がロック構成のとき、制御面は、１つ又は複数のロッキング面のうち少なくとも１
つの運動を阻止し、第１位置と第２位置との間の留め具ドライバの移動を妨げる。
【０００５】
［0005］　さらなる実施形態では、手術器具の操作方法は、最初に作動ロックアウトシス
テムを用いてトリガに作動可能に関連する留め具ドライバの移動を抑制することと、トリ
ガを第１構成から第２構成へ作動させることと、前記トリガの作動に応え、作動ロックア
ウトシステムをロック構成からロック解除構成へ動かすことと、作動ロックアウトシステ
ムがロック解除構成にあるとき、留め具ドライバを第１位置から第２位置へ移動させるこ
とと、を含む。
【０００６】
［0006］　本開示はこの点に限定されないので、前述の概念及び後述のさらなる概念を、
任意の適切な組み合わせで調整してもよいことを理解するべきである。さらに、本開示の
他の利点及び新規の機能は、添付の図に関連して検討されたとき、種々の非限定の実施形
態の後述の詳細な記載から明らかになる。
【０００７】
［0007］　添付の図は、縮尺通りに描かれることを意図しない。図では、種々の図内でそ
れぞれの同一又はほぼ同一の構成要素は、同じ数字で表わされうる。明瞭にするため、全
ての図において全ての構成要素を表示しない場合がある。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】［0008］手術器具の概略図である。
【図２】［0009］図１の手術器具の遠位端部の分解図である。
【図３】［0010］作動ロックアウトシステムを含む手術器具のハンドルの断面図である。
【図４】［0011］作動ロックアウトシステムの分解図である。
【図５】［0012］ロック構成の図４の作動ロックアウトシステムの斜視図である。
【図６】［0013］ロック構成の図４の作動ロックアウトシステムの上面図である。
【図７】［0014］ロック解除構成の図４の作動ロックアウトシステムの斜視図である。
【図８】［0015］ロック解除構成の図４の作動ロックアウトシステムの上面図である。
【図９】［0016］連結された構成の回転連結部の斜視図である。
【図１０】［0017］分断された構成の図９の回転連結部の斜視図である。
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【発明を実施するための形態】
【０００９】
［0018］　本発明者は、留め具の配置が所望されるまで留め具ドライバの移動を抑制及び
／又は阻止する、作動ロックアウトシステムを有する手術器具の提供に関する利点を認識
した。本発明者は、一般的な作動ロックアウトシステムがシステムをロック解除するのに
、手術装置が作動可能になる前に個別の安全スイッチを切り替えるようなユーザからのア
クティブステップを必要とすることを認識した。そのようなアクティブステップは、面倒
で、分かりにくく及び／又は不便である。従って一部のケースで、ユーザからの個別のス
テップを必要とせずに作動ロックアウトシステムをロック解除するのが望ましい可能性が
ある。従って、本発明者は、トリガが作動されるときにロック構成からロック解除構成へ
動く作動ロックアウトシステムに関連する利点を認識した。そのようなシステムは、ユー
ザが装置をロック解除するいずれかの追加行為の必要をなくし、それによって、操作がよ
り容易及び／又はより直感的な、ユーザが作動ロックアウトシステムを係合／係脱するの
を記憶しているかどうかにかかわらず機能を提供する手術器具をもたらす。
【００１０】
［0019］　いくつかの実施形態では、手術器具は、留め具ドライバに作動可能に連結され
たトリガを持つ動力伝達部を有する。動力伝達部は、ユーザがトリガに加えた力を留め具
ドライバに伝達し、留め具ドライバが手術器具の遠位端部から留め具を配置する。動力伝
達部は、トリガと留め具ドライバとの間に任意の適切な方法で配置されたあらゆる数の構
成要素を有してもよい。例えば、トリガと留め具ドライバとの間の動力伝達部内に含まれ
うる構成要素は、平歯車、はすば歯車、クラウン歯車、ウォーム歯車、遊星歯車システム
、ベルト、クラッチインタフェース、リンケージ、又は１つの構成要素から他に力を伝達
可能なあらゆる他の適切な構成要素を含む。さらに、開示はそのように限定されないので
、トリガが留め具ドライバに直接連結された実施形態、並びに、トリガが留め具ドライバ
に連結されない実施形態（例えばモータ駆動の手術器具）もまた考えられる。
【００１１】
［0020］　さらに、本開示はいずれの特定のタイプの留め具ドライバにも限定されないこ
とを理解するべきである。例えば、外科用留め具に配置の力を与えるのに、留め具ドライ
バは回転的及び／又は直線的に移動可能であってもよい。いくつかの実施形態では、留め
具ドライバは、中空のチューブとして形成されたローテータであり、留め具ドライバの遠
位端部の内側に配置された留め具を有する。代わりに、留め具ドライバは、硬いロッド又
はシャフトであってもよく、留め具ドライバの回転及び／又は直線移動が留め具を移動さ
せるように、留め具ドライバの外表面に配置された留め具を有してもよい。さらに他の実
施形態では、留め具ドライバが回転及び／又は直線移動するとき、留め具ドライバの遠位
端部が留め具と係合して留め具を配置するように、留め具を、留め具ドライバの遠位端部
に対して遠位に位置付けてもよい。従って、本開示はあらゆる特定の配置に限定されない
ので、留め具ドライバは、留め具に配置する力を伝達可能なあらゆる構造を有してもよい
ことを理解するべきである。
【００１２】
［0021］　特定の実施形態によって、留め具ドライバを、留め具を回転的及び／又は直線
的に配置するように調整してもよい。従って、動力伝達部及び留め具ドライバを、対応す
る回転的及び／又は直線的な力を留め具に提供するように構成してもよい。１つのそのよ
うな実施形態で、第１構成から第２構成へトリガを作動させることが、留め具ドライバを
第１位置から第２位置へ動かす。例えば回転的に配置される留め具の場合、留め具ドライ
バの回転が留め具に回転力を与えるように、留め具ドライバは第１及び第２回転位置の間
を動く。代わりに、直線的に配置される留め具の場合、留め具ドライバが留め具に遠位に
向けられた力を加えるように、留め具ドライバは第１近位位置から第２遠位位置へ遠位に
動く。さらなる実施形態では、留め具ドライバは、留め具を配置するのに回転的及び直線
的の両方で動いてもよい。結果として、留め具ドライバが軸方向に、回転して、２つの組
み合わせで、又は他の適切な方法で移動されうるように、本開示が留め具ドライバのいず
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れの特定の移動方向にも限定されないことを理解するべきである。
【００１３】
［0022］　前述のように、手術器具は、トリガが作動されるまで手術器具の作動を阻止す
る作動ロックアウトシステムを有してもよい。作動ロックアウトシステムは、トリガ、留
め具ドライバ、及び／又は、２つの間に位置するあらゆる中間構成要素を含む動力伝達部
のあらゆる部分に関連してもよい。また作動ロックアウトシステムは、例えば手術器具の
振動、取り扱い又は他の発生源からもたらされる留め具ドライバの移動を選択的に防いで
もよい。留め具ドライバの望まれない移動を防ぐことにより、作動ロックアウトシステム
はまた、外科用留め具の関連する移動も防ぐ。
【００１４】
［0023］　いくつかの実施形態では、作動ロックアウトシステムは、留め具ドライバの移
動が抑制されたロック構成と、留め具ドライバが外科用留め具を配置するよう自在に動く
ロック解除構成と、の間を動くことが可能である。１つのそのような実施形態で、トリガ
の作動が作動ロックアウトシステムをロック構成からロック解除構成へ動くように、作動
ロックアウトシステムは動力伝達部の適切な部分に関連付けられる。例えばトリガは、第
１の最初の又は作動されない構成と、手術器具から配置される外科用留め具に対応する第
２の作動される構成の間を移動可能であってもよい。前述のシステムで、作動ロックアウ
トシステムは、トリガが第１構成にあるときロック構成にあるように構成される。第１構
成から第２構成へトリガを動かすことが、留め具を配置するよう（例えば回転的及び／又
は直線的に）留め具ドライバが移動されうるように、作動ロックアウトシステムをロック
構成からロック解除構成へ動かす。
【００１５】
［0024］　いくつかの実施形態では、作動ロックアウトシステムは、トリガに関連する制
御面、及び留め具ドライバに関連する１つ又は複数のロッキング面を有する。１つ又は複
数のロッキング面の移動の阻止が留め具ドライバの移動を防ぐように、１つ又は複数のロ
ッキング面は留め具ドライバと作動可能に連結される。本開示は、どの特定の部分にロッ
キング面が位置するかには限定されないので、ロッキング面は、留め具ドライバに直接連
結されてもよく、又はそれらが動力伝達部の他の部分に連結されてもよい。それらの特定
の位置にかかわらず、作動ロックアウトシステムがロック構成にあるとき、制御面はロッ
キング面のうち少なくとも１つの移動経路に整列させられる。この方法で、制御面は、ロ
ッキング面の移動を阻止、及び／又は妨害し、留め具ドライバの関連する移動を妨げる。
前述のように、トリガの作動は、作動ロックアウトシステムをロック構成からロック解除
構成に動かす。１つの実施形態では、作動ロックアウトシステムをロック解除構成に動か
すことは、制御面がロッキング面の運動をもう干渉及び／又は阻止しないように、制御面
をロッキング面の移動経路との整列から外して動かすことを含む。他の実施形態では、作
動ロックアウトシステムをロック解除構成に動かすことは、ロッキング面を制御面に対し
て動かすこと、又は、代わりに制御面及びロッキング面の両方を制御面が１つ又は複数の
ロッキング面の運動を阻止しない構成に動かすことを含む。１つ又は複数のロッキング面
が自在に移動すれば、留め具ドライバを移動して留め具を配置することが可能である。
【００１６】
［0025］　作動ロックアウトシステムの制御面及び／又はロッキング面は、それらが互い
に整列させられたときロッキング面の移動を選択的に阻止するよう互いに作用する対応す
る面の任意の適切な組み合わせを有してもよいことを、理解するべきである。例えば、制
御面及び／又はロッキング面は、タブ、ショルダ、切り欠き、ピン、溝、スロット、リッ
プ、突起、又はあらゆる他の適切な構造の適切な組み合わせを有してもよい。１つのその
ような実施形態で、制御面及びロッキング面は、整列に至らせられ及び外され、システム
をロック構成にしたり、ロックを外したりする２つの対応するタブを有する。別の実施形
態では、制御面及びロッキング面は、ピン、又は特定の方向のピンの移動を妨げるような
大きさ、形状、及び方向付けられた溝、スロット、又は穴のようなピンを捕捉可能な対応
する構造内に位置する同様の突出した構造を有する。ピンを対応する構造と係合させ、及
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び外すことは、関連する留め具ドライバの運動を選択的に可能にする。さらに他の実施形
態で、ロッキング面は、留め具ドライバ上のショルダ、又は動力伝達部の他の適切な部分
である。制御面は、対応するピン、ショルダ、ブロック、又は作動ロックアウトシステム
をロック構成とロック解除構成の間で動かすようなショルダの移動に選択的に干渉可能で
あるあらゆる他の構造を含む。
【００１７】
［0026］　前述の観点で、本開示がいずれの特定のタイプの制御面及びロッキング面又は
その組み合わせにも限定されないことを理解するべきである。従って、制御面及びロッキ
ング面は、留め具ドライバの運動を選択的に阻止及び／又は制限するよう選択的に互いに
整列及び／又は係合されうる任意の適切な構造の組み合わせを有してもよい。
【００１８】
［0027］　特定の実施形態によって、作動ロックアウトシステムがロック構成とロック解
除構成の間を動くとき、制御面及び１つ又は複数のロッキング面は任意の適切な方法で整
列し及び外れるよう動いてもよい。従って、作動ロックアウトシステムは、トリガが作動
されたとき制御面を１つ又は複数のロッキング面と整列し及び外れるよう動かすことが可
能な、任意の適切な機構を有してもよい。例えば、１つの実施形態では、トリガの移動が
制御面をロッキング面と整列し及び外れて動かすように、制御面はトリガに直接連結され
る。代わりに、制御面をトリガに間接的に連結してもよい。例えば制御面を、１つ又は複
数の歯車、１つ又は複数のリンク、ラック及びピニオン構成、相補的カム面、又はトリガ
の運動を制御面の運動に伝達可能なあらゆる他の構造を介してトリガに連結してもよい。
１つのそのような実施形態で、制御面は、直接、又は１つ又は複数の中間歯車を通しての
どちらかでトリガに連結された歯車の外面に配置される。第１構成から第２構成へのトリ
ガの作動は歯車を回転させ、制御面をもう１つのロッキング面の移動経路との整列から外
して回転する。別の実施形態では、及びさらに図で後述するように、制御面はトリガに作
動可能に連結された第１リンク上に配置される。トリガの作動は、第１リンクを、関連す
るロッキング面に対して直線的に及び／又は回転的に移動する。
【００１９】
［0028］　作動ロックアウトシステムのロッキング面及び制御面の相対的な位置決めを制
御する種々の実施形態に関していくつかの可能な構成を記載したが、本明細書に記載され
た作動ロックアウトシステムは、ロッキング面及び制御面の相対的な移動を制御するいず
れの特定の配置にも限定されないことを理解するべきである。例えば、制御面はロッキン
グ面との整列を外れて移動すると記載したが、他の実施形態では、作動ロックアウトシス
テムがロック構成とロック解除構成との間を動くとき、ロッキング面は、静止した制御面
に対して移動してもよく、又は、代わりに、制御面及びロッキング面の両方が互いに対し
て移動してもよい。さらに、ロッキング面及び／又は制御面は、２～３例を挙げると直線
的に、回転的に、直線的と回転的の組み合わせ、並びに曲線のような非直線状の進路に沿
うことを含むがそれらに限定されないあらゆる所望の方法で互いに対して移動してもよい
。
【００２０】
［0029］　本明細書中に開示される作動ロックアウトシステムの種々の実施形態は、あら
ゆる特定のタイプの留め具又は手術器具との使用に限定されないこともまた記しておく。
例えば作動ロックアウトシステムを、鋲、クリップ、ステープル、ピン、組織アンカー、
骨アンカー、コイル留め具、ネジ留め具、及び留め具の不完全及び／又は意図的でない配
置を避けるのに作動ロックアウトシステムの使用で利点がありうるあらゆる他のタイプの
留め具と共に使用可能である。同様に、作動ロックアウトシステムを、皮下組織に修復フ
ァブリック又はメッシュを取り付けること、組織の近接した層を取り付けること、家畜に
識別装置及び／又はタグを取り付けること、及び留め具の配置に関与する他の適切な適用
を含むがそれらに限定されないあらゆる数の医療処置で使用してもよい。
【００２１】
［0030］　明瞭にするため、図に関して記載される実施形態は腹腔鏡固定器具を対象にす
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る。しかしながら、本開示はそのように限定されない。代わりに、作動ロックアウトシス
テムを、あらゆる作動される手術器具内に組み込むことが可能である。例えば作動ロック
アウトシステムを、内視鏡装置、ボアスコープ装置、カテーテル、「切開」処置で使用す
る手術器具、作動された作業ツールを含む手術器具、又はあらゆる他の適切な手術器具で
採用することが可能である。手術器具が留め具を配置する実施形態で、手術器具を、ユー
ザが１つ又は複数の留め具を器具に装填することを可能にするように構成してもよく、１
つ又は複数の留め具を予め装填してもよく、１つ又は複数の予め装填された留め具を含む
使い捨ての装填ユニットと選択的に接合してもよく、又はあらゆる他の適切な方法で構成
してもよい。
【００２２】
［0031］　次に図を見ると、作動ロックアウトシステム及び手術器具の特定の非限定の実
施形態がさらに詳細に描かれる。
【００２３】
［0032］　図１は、１つ又は複数の外科用留め具を配置する手術器具１０を示す。手術器
具１０は、装置の近位端部におけるハンドル１２及びトリガ１４を有する。手術器具は又
はハンドルから遠位方向に延在する外側の細長形シャフト１６を有する。トリガが作動さ
れるとき、外科用留め具が細長形シャフトの遠位先端部から配置される。配置される外科
用留め具を、あらゆる適切な補綴物、骨及び／又は組織内に配置してもよいことを理解す
るべきである。例えば１つの実施形態では、外科用留め具を、ヘルニア治療の皮下組織と
同様に外科用メッシュのような軟組織の修復ファブリック内に配置可能である。
【００２４】
［0033］　図２は、図１の手術器具１０の遠位端部の分解図を示す。図に示されるように
、手術器具は、外側の細長形シャフト１６、ローテータ１８、及びマンドレル２０を有す
る。組み立てられたとき、マンドレルはローテータ内に配置され、ローテータは外側の細
長形シャフト内に配置される。示された実施形態で、ローテータは、回転可能な駆動チュ
ーブであり、マンドレルは、１つ又は複数の外科用留め具１００を支持する螺刻部２２を
有する。図に示すように、外科用留め具は、螺刻マンドレル及びコイル本体１０４を受け
入れる貫通穴を有するヘッド１０２が付いたコイル留め具であってもよい。さらに後述す
るように、トリガが作動するとローテータをマンドレルに対して回転するよう、トリガは
動力伝達部（図示せず）を介してローテータに連結される。ローテータの回転は、マンド
レルの螺刻部分に配置された外科用留め具を回転し、それが留め具を遠位方向に移動させ
、最も遠位の留め具を補綴物及び／又は組織内へ配置する。このタイプの留め具配置シス
テムのより詳細な記載が２０１３年１１月８日出願の米国出願第１４／０７５，３９８号
（ＵＳ２０１５／０１３３９６４号として公開）に提供され、これは全ての目的に関して
本明細書に含まれる。
【００２５】
［0034］　ここで図３を参照すると、手術器具１０の１つの実施形態の内部の構成要素が
より詳細に示される。図に示されるように、手術器具は、トリガ１４と、トリガ及びハン
ドル１２の両方に取り付けられたリターンバネ２４と、を有する。リターンバネは、トリ
ガが作動された構成のとき、トリガを最初の作動されない構成に戻すのを補助する復元力
を提供する。トリガは、動力伝達部２８の対応する歯車に係合するように構成された歯２
６を有する。示された実施形態で、動力伝達部は、トリガの移動をローテータ１８の回転
運動に変換して留め具を配置するよう調整された歯車列、並びにトリガの作動及びその後
の解放の両方の間、ローテータを１方向に回転させるように制限するように調整された単
一指向性歯車クラッチ３０を有する。さらに詳細に後述するように、手術器具はさらに、
操作者がローテータを選択的に回転させ、留め具の位置を調整するのを可能にする回転連
結部３２を有する。手術器具はまた、トリガが作動されるまでローテータ１８の移動を制
限する作動ロックアウトシステム４０を有する。作動ロックアウトシステムのさらなる詳
細は、図４～図９を参照して後述する。
【００２６】
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［0035］　複数の歯車を含む動力伝達部を示し及び前述したが、トリガに加えられる力を
ローテータ又は他の留め具ドライバへ伝達するのに他の機構又は構成もまた使用してもよ
いことを理解するべきである。例えば、トリガの移動を留め具ドライバの関連する移動に
伝達するのに、リンケージを使用してもよい。そのような構成は、直線的に移動される留
め具ドライバを採用する実施形態に有益でありうる。代わりに、トリガを、ピン継手、ラ
ック及びピニオンの構成、又はあらゆる他の適切な構造を介して留め具ドライバに直接連
結してもよい。
【００２７】
［0036］　いくつかの実施形態では、回転可能留め具ドライバの移動を１つの回転方向に
限定し、留め具の配置の完了を確実にするように補助し、留め具が配置された後それの後
退を防ぐことは有益でありうる。従って、動力伝達部は、１つの方向にのみ回転力を提供
する１方向歯車クラッチ機構を有してもよい。示された実施形態で、歯車クラッチ機構３
０は、歯車クラッチが留め具の配置に対応する方向に回転させられるときに移動可能なア
ームに係合するショルダを有する。付勢構成要素が、アームをショルダと係合させるのを
補助するようにアームに関連付けられる。クラッチ歯車が後方へ回転させられるとき、例
えばトリガが第２（作動された）構成から第１（作動されない）構成へ戻って動くとき、
アームがショルダと係合せず留め具ドライバを回転させるように、クラッチのカミング面
がショルダの上方にアームをたわませる。いくつかの実施形態では、動力伝達部はさらに
、歯車列が１つの方向に回転することのみを許可し、さらに留め具の望ましくない後退を
防ぐのを支援するように構成されたラチェットを有する。
【００２８】
［0037］　図４は、図３の作動ロックアウトシステム４０の分解図である。明瞭にするた
め、ハンドル及び動力伝達部を含む手術器具の構成要素の多くは示さない。作動ロックア
ウトシステムは、制御タブ７０及び複数のロッキングタブ４２を含む。この実施形態では
、制御タブは、後述するように移動可能なリンク内に一体的に形成される。さらにロッキ
ングタブは、回転連結部３２の第１半分３４の外表面上に配置され、そこから外側に延在
してその周囲に分散される。後述するように、回転連結部は、トリガをローテータ１８に
連結する。対応するロッキングタブ及び制御タブを図に示し前述したが、開示はそのよう
に限定されないので、制御面及びロッキング面のあらゆる適切な組み合わせを代わりに使
用してもよいことを理解すべきである。
【００２９】
［0038］　示された実施形態に説明されるように、制御タブ７０の位置は、トリガ１４に
連結されたリンケージにより制御される。リンケージは第１リンク４４を有し、その上に
制御タブが配置される。第１リンクは、第１チャネル５６及び第２チャネル６０を有し、
その中に第１ピン５４及び軸５８がそれぞれ受け入れられる。第１ピンは回転連結部の収
容部３８に取り付けられ、軸はハンドルに取り付けられる。この方法で、チャネル、第１
ピン、及び軸は第１リンクの変換パスを形成し、それが次に第１リンク上に配置された制
御タブ７０の変換パスを形成する。示された実施形態では、第１及び第２チャネルは、第
１リンク及び制御タブが、ローテータの軸方向に実質的に平行なパスに沿って近位及び遠
位に往復運動するように調整される。しかしながら、本開示はそのように限定されないの
で、他の実施形態では、第１リンク及び制御タブをローテータを横断する方向に、又はあ
らゆる他の適切な方向に移動させるよう調整してもよいことを理解するべきである。
【００３０】
［0039］　リンケージはまた、トリガを第１リンク４４に連結する第２リンク４６を有す
る。第２リンクは、第１リンクに連結された第２ピン５０を介して第１リンクに連結され
る。第２ピンは、第２リンクの端部内に形成された細長形のスロット５２内に受け入れら
れる。さらに、第２リンクの対向する端部は、第３ピン４８及びねじりバネ６６を含む付
勢ピン継手を介してトリガに直接連結される。ねじりバネは、トリガの部分に連結された
第１端部６８ａ、及び第２リンク上に配置されたフック６４により受け入れられる第２端
部６８ｂを有する。結果として、ねじりバネは第２リンクに回転付勢をもたらし、さらに
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詳細を後述するように、それがロック構成からロック解除構成への作動ロックアウトシス
テムの動きを促進する。ねじりバネが示されるが、本開示は特定のタイプの付勢構成要素
に限定されないことを理解するべきである。他の実施形態では、圧縮バネ、弾性ロッド又
はバンド、弾性アーム、又は第２リンクを適切な方向に付勢可能なあらゆる他の構造のよ
うな他の付勢構成要素を使用してもよい。
【００３１】
［0040］　作動ロックアウトシステム４０の種々の構成要素を記載したが、その使用方法
を図５～図８を参照して詳細をさらに述べる。図５～図６は、ロック構成、すなわち、ト
リガ１４の作動前の作動ロックアウトシステム４０を示す。ロック構成では、ねじりバネ
６６からの付勢力による第２リンク４６の移動は制御ピン６２により制限され、作動ロッ
クアウトシステムがトリガの作動前にロック解除構成へ動くのを防ぐ。図６に示されるよ
うに、作動ロックアウトシステムがロック構成のとき、制御タブ７０は、ロッキングタブ
４２の移動経路と整列し、ロッキングタブの移動を阻止する。従って、ロッキングタブと
関連付けられたローテータもまた、移動を抑制される。
【００３２】
［0041］　図７及び図８は、ロック解除構成の作動ロックアウトシステム４０を示す。第
１構成（例えば作動されない構成）から第２構成（例えば留め具が完全に配置された作動
される構成）へのトリガ１４の方向Ａに沿った作動は、第２リンク４６の方向Ｂへの関連
する移動を起こし、ねじりバネ６６は第３ピン４８周辺で方向Ｃに回転付勢力をもたらし
、作動ロックアウトシステムをロック解除構成へ促す。特に、回転力はスロット５２に受
け入れられた第２ピン５０を介して第１リンク４４へ伝達され、従って、第１リンクへ直
線力をもたらし、それが次に第１リンクの方向Ｄの移動を起こす。図７に示されるように
、第１リンクの変換は、ロッキングタブがその後の作動サイクルの部分の間、方向Ｅに自
在に移動するように、制御タブ７０をロッキングタブ４２の移動経路との整列を外れて動
かす。結果として、ローテータ１８もまた、矢印Ｆで示されるように自在に回転する。
【００３３】
［0042］　（回転連結部の第１半分３４上に配置された）ロッキングタブ及び関連するロ
ーテータの回転は、動力伝達部（図示せず）により駆動される。トリガが第２位置から第
１位置へ戻るとき、例えばリターンバネ２４によりもたらされた付勢力により、第１及び
第２リンクの運動は逆転され、作動ロックアウトシステムをロック構成に動かして戻す。
従って、ローテータの回転を最初制限しその後許可するプロセスは、手術器具のそれぞれ
の作動の間に起こる。
【００３４】
［0043］　製造中、手術器具内に位置する外科用留め具のスタックの適切な位置決めを確
実にするため、器具の完全な分解を必要とすることなく回転可能な留め具ドライバの回転
を可能にするのが望ましいかもしれない。従って、及び前述のように、いくつかの実施形
態では、手術器具は、マンドレル２０に沿って留め具１００の位置を調整するよう、ロー
テータ１８、又は他の適切な留め具ドライバの回転を選択的に可能にする回転連結部を有
する。例えば図９は、動力伝達部からの回転力が回転連結部を通してローテータへ伝達さ
れるよう連結された構成の回転連結部３２の１つの実施形態を示す。示された実施形態で
、回転連結部は、動力伝達部に連結された第１半分３４、及びローテータに連結された第
２半分３６を有する。連結部の第１半分は、キー嵌合部（図示せず）を介して動力伝達部
のシャフト歯車２８ａに連結される。連結部をシャフト歯車の近位及び遠位の両方に摺動
しうるように、キー嵌合部は、連結部の第１半分とシャフト歯車の間の摺動可能な連結を
形成する。連結部の第１及び第２半分は、インタフェース７４において相互に作用する。
示された実施形態で、インタフェースは連動刻み目構造のような連動機能を有する。しか
しインタフェースは、締まり嵌め、ナット及びボルト接続具、又は連結部の第１半分と第
２半分の間で回転力を伝達可能で、関連するトリガから留め具ドライバを連結及び分断す
るよう選択的に係合及び係脱しうるあらゆる他の適切な構造を含むが、それらに限定され
ないあらゆる数のインタフェースに対応してもよいことを理解するべきである。示された
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実施形態で、予め圧縮されたバネ７４は、ローラベアリング７６と連結部３４の第１半分
の対向する面との間に位置する。よって連結部の第１半分は、遠位方向に連結部の第２半
分へ向かって付勢され、これは、係合された構成に対応する。図１０に示されるように、
ローテータを回転させるためにトリガからローテータを分断するのが望ましいとき、ユー
ザは連結部の第１半分を近位方向Ｇに移動させ、インタフェース７２を係合から外して移
動させる。ローテータはそれからトリガから分断され、必要に応じて方向Ｈに自在に回転
させ、留め具のスタックの位置を調整してもよい。適切に位置決められると、連結部の第
１半分は解放される。解放された後、それから連結部の第１半分は付勢バネにより遠位に
移動され、連結部の半分の間のインタフェースを再係合し、ローテータをトリガと再連結
する。
【００３５】
［0044］　本教示を種々の実施形態及び例と関連して記載したが、本教示がそのような実
施形態又は例に限定されることを意図しない。反対に本教示は、当業者が理解するように
、種々の代替、改良及び均等物を含む。従って、前述の記載及び図は例示のみを目的とす
るものである。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】

【図９】

【図１０】
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